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は
じ
め
に

『
他
師
破
決
集
』
の
撰
者
で
あ
る
侍
従
僧
正
了
賢
（
一
二
七
九
～
一
三
四
七
）
は
、『
仁
和
寺
諸
院
家
記
』（
心
蓮
院
本１
） 

に
は
、

了
賢
僧
正　
　

侍
従
、
毛
利
時
賢
子
、
了
遍
僧
正
御
附
法
、
東
寺
・
仁
和
寺
・
大
覚
寺
等
学
頭
、
附
法
八
人

と
説
か
れ
、
ま
た
同
じ
く
『
仁
和
寺
諸
院
家
記
』（
恵
山
書
写
本２
） 

に
は
、

了
賢
僧
正　
　

侍
従
、
毛
利
親
宗
子
、
了
遍
僧
正
附
法
、
仁
和
寺
・
大
覚
寺
等
学
頭
、
正
安
元
年
十
一
月
十
九
日
、

於
菩
提
院
道
場
、
対
大
僧
正
了
遍
受
灌
頂
、
色
衆
八
口
、
教
授
前
大
僧
正
禅
助
、
但
別
座
、
貞
和
三

年　

月　

日
、
入
滅

と
説
か
れ
る
よ
う
に
、
毛
利
時
賢
、
あ
る
い
は
毛
利
親
宗
の
子３
で
あ
り
、
正
安
元
年
（
一
二
九
九
）
に
仁
和
寺
菩
提
院
に

お
い
て
了
遍
（
一
二
二
四
～
一
三
一
一
）
よ
り
灌
頂
を
受
け
、
東
寺
・
仁
和
寺
・
大
覚
寺
の
学
頭
と
な
っ
た
学
匠
で
あ
る
。

了
賢
撰
『
他
師
破
決
集
』
訳
注
（
七
）
―
巻
第
二
ノ
一
―

	
						







	

別　
　

所　
　

弘　
　

淳
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ま
た
、
そ
の
主
著
『
他
師
破
決
集
』
は
、『
真
言
宗
全
書
』
解
題
に
よ
れ
ば４
、
他
宗
の
諸
学
匠
（
徳
一
・
道
詮
・
珍
海
・

最
澄
・
円
珍
・
安
然
・
兼
証
・
淡
海
三
船
等
）
が
東
密
の
教
義
等
に
対
し
て
お
こ
な
っ
た
疑
難
を
破
す
る
た
め
の
書
で
あ
り
、

三
十
一
の
条
目
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
巻
二
の
奥
書
に
は
、「
元
徳
三
年
正
月
日
、
依
二
大
覚
寺
殿
仰
一
注
二
進
之
一。
法
印

権
大
僧
都
了
賢５
」
と
記
さ
れ
、
ま
た
、
巻
五
の
奥
書
に
は
、「
正
慶
元
年
五
月
日
、
依
二
大
覚
寺
殿
仰
一
注
二
進
之
一
／
法
印

権
大
僧
都
了
賢６
」
と
あ
る
通
り
、元
徳
三
年
（
一
三
三
一
）、正
慶
元
年
（
一
三
三
二
）
の
頃
に
「
大
覚
寺
殿７
」
の
仰
せ
に
よ
っ

て
撰
述
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

『
他
師
破
決
集
』
は
、
先
行
研
究
で
は
、
主
に
徳
一
の
『
真
言
宗
未
決
文
』
に
対
す
る
反
駁
書
と
し
て
取
り
扱
わ
れ
て

い
る
が
、
そ
れ
以
外
の
諸
学
匠
に
対
す
る
反
駁
が
扱
わ
れ
た
論
稿
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
ま
た
は
部
分
的
に
取
り
上
げ
ら
れ

る
の
み
で
あ
り
、
了
賢
や
『
他
師
破
決
集
』
自
体
を
扱
っ
た
研
究
は
全
く
な
い
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。

そ
こ
で
『
他
師
破
決
集
』
の
全
体
像
を
把
捉
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
訳
注
を
行
う
こ
と
と
し
た
。
こ
の
訳
注
に
お

い
て
用
い
る
の
は
、「
承
応
二
年
刊
本
」
を
底
本
、「
仁
和
寺
蔵
古
写
本
」
を
対
校
本
と
し
た
、『
真
言
宗
全
書
』
巻
二
一

所
収
の
本
で
あ
る
。
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凡
　
例

一
、
本
稿
は
、
了
賢
撰
『
他
師
破
決
集
』
の
【
原
文
】
に
、【
訓
読
】・【
典
拠
】・【
解
説
】
を
施
し
た
も
の
で
あ
る
。

二
、	【
原
文
】
は
、詳
細
な
【
解
説
】
を
施
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、条
目
を
更
に
細
か
く
区
切
る
こ
と
と
し
た
。
尚
、【
訓

読
】
を
表
記
し
て
い
る
た
め
、【
原
文
】
に
返
り
点
を
付
す
こ
と
は
し
な
か
っ
た
。

三
、
条
目
に
は
、『
真
言
宗
全
書
』
解
題
（
一
二
七
頁
上
～
一
二
八
頁
上
）
に
し
た
が
っ
て
通
番
号
を
付
し
た
。
巻
第
二
ノ
一

に
収
録
さ
れ
る
条
目
は
次
の
通
り
。

	

七
、
真
言
宗
鉄
塔
相
承
耶
事
（
前
半
部
）

四
、【
原
文
】
に
つ
い
て
は
、
い
わ
ゆ
る
異
体
字
の
類
も
含
め
、
原
則
と
し
て
通
行
の
字
体
に
改
め
た
。
ま
た
踊
り
字
も

元
の
字
体
に
改
め
た
。
中
略
を
示
す
「
〇
」
に
つ
い
て
は
【
原
文
】【
訓
読
】
と
も
に
「
…
…
（
中
略
）
…
…
」
と

標
記
し
た
。

五
、【
訓
読
】
は
、
通
読
の
便
を
考
慮
し
、
文
意
に
応
じ
て
適
宜
改
行
し
、
段
落
を
設
け
た
。
漢
字
は
原
則
と
し
て
通
行
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の
字
体
を
用
い
た
。
ま
た
書
名
は
原
則
と
し
て
『　

』
で
囲
い
、引
用
文
も
「　

」
で
囲
っ
た
。
ま
た
割
注
に
は
〈　

〉

を
付
し
た
。

六
、【
典
拠
】
に
お
け
る
主
要
引
用
文
献
の
略
号
は
以
下
の
通
り
。

　
　
『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』
→
大
正
、『
弘
法
大
師
全
集
』
→
弘
全
、『
大
日
本
仏
教
全
書
』
→
仏
全

　
　
『
真
言
宗
全
書
』
→
真
全
、『
続
天
台
宗
全
書
』
→
続
天
全
、『
新
訂
増
補
国
史
大
系
』
→
国
大

七
、【
解
説
】
は
、
関
連
す
る
事
柄
に
つ
い
て
言
及
し
な
が
ら
も
、
で
き
る
限
り
現
代
語
訳
す
る
こ
と
に
努
め
た
。

	

訳
注
研
究

【
原
文
】　

真
言
宗
鉄
塔
相
承
耶
事

徳
一
未
決
云
、
鉄
塔
疑
者
、
習
真
言
宗
徒
伝
云
、
真
言
宗
所
馮
経
論
、
是
釈
迦
如
来
滅
度
後
八
百
年
中
、
龍
猛
菩
薩
、
入

南
天
鉄
塔
受
金
剛
薩
埵
。
問
。
誰
伝
如
是
。
為
有
文
伝
、為
是
口
伝
耶
。
答
曰
、金
剛
智
説
。
亦
問
。
若
金
剛
智
三
蔵
説
者
、
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又
疑
。
為
是
口
伝
、
為
有
文
伝
。
若
言
口
伝
非
文
伝
者
、
不
足
信
受
。
若
有
文
伝
者
、
請
、
示
其
文
。
此
疑
未
決
。
…
…

（
中
略
）
…
…
辺
主
云
、
瑜
伽
論
等
是
無
著
菩
薩
独
一
聴
受
。
都
無
同
聞
衆
。
不
足
信
受
。
何
故
挙
世
奉
行
。
以
此
論
疑
例

鉄
塔
疑
建
立
彼
宗
。
今
決
此
疑
云
、唯
識
了
義
灯
第
一
云
、安
達
羅
国
王
、請
陳
那
菩
薩
証
無
学
果
。
菩
薩
撫
之
欲
遂
王
請
。

文
殊
師
利
、
於
虚
空
中
弾
指
驚
曰
、
云
何
捨
大
心
而
期
小
果
。
可
製
因
明
、
以
弘
慈
氏
所
説
瑜
伽
論
。
菩
薩
、
敬
受
指
誨
、

奉
以
周
旋
。
遂
作
正
理
門
論
。
因
明
疏
云
立
（
亦
同
ヵ
）因
爾
。
此
言
周
遍
五
天
竺
、
無
有
一
人
不
聞
不
知
。
如
何
更
致
疑
文
。

道
詮
群
家
諍
論
上
云
、
夫
真
言
宗
者
、
近
代
所
伝
未
詳
所
師
。
彼
宗
是
三
論
之
支
流
耳
。
唐
朝
不
空
三
蔵
未
詳
何

許
人
也

訳
大
毘
盧

遮
那
経
七
巻
及
金
剛
頂
経
、
蘇
悉
地
経
、
専
以
為
宗
簡
。
彼
宗
人
伝
述
、
天
竺
・
晨
旦
相
承
師
資
。
而
無
経
論
誠
証
。
故

未
足
取
信
文
。

又
云
、
彼
宗
所
言
報
仏
説
法
、
以
性
空
為
門
、
顕
道
理
。
理
不
空
。
如
是
専
義
、
法
相
相
似
。
彼
宗
、
云
以
龍
樹
為
本
師
。

未
詳
所
由
文
。

【
訓
読
】

真
言
宗
は
鉄
塔
相
承
な
る
や
の
事

徳
（
１
）
一
の
『
未
決
』
に
云
く
、「
鉄
塔
の
疑
と
は
、
真
言
宗
を
習
う
徒
の
伝
に
云
く
、
真
言
宗
所
馮
の
経
論
は
、
是
れ
釈

迦
如
来
滅
度
後
八
百
年
中
に
、
龍
猛
菩
薩
、
南
天
の
鉄
塔
に
入
っ
て
金
剛
薩
埵
に
受
く
と
。
問
う
。
誰
か
是
の
如
く
伝
う
。

文
伝
有
り
と
や
為
ん
、
是
れ
口
伝
と
や
為
ん
。
答
え
て
曰
く
、
金
剛
智
の
説
な
り
。
亦
た
問
う
。
若
し
金
剛
智
三
蔵
の
説
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な
ら
ば
、
又
疑
う
。
是
れ
口
伝
と
や
為
ん
、
文
伝
有
り
と
や
為
ん
。
若
し
口
伝
に
し
て
文
伝
に
非
ず
と
言
わ
ば
、
信
受
す

る
に
足
ら
ず
。
若
し
文
伝
有
ら
ば
、請
う
、其
の
文
を
示
せ
。
此
の
疑
未
だ
決
せ
ず
。
…
…
（
中
略
）
…
…
辺
（
２
）
主
の
云
く
、『
瑜

伽
論
』等
は
是
れ
無
著
菩
薩
独
一
に
聴
受
す
。
都
て
同
聞
衆
無
し
。
信
受
す
る
に
足
ら
ず
。
何
が
故
ぞ
世
挙
っ
て
奉
行
す
る
。

此
の
論
の
疑
を
以
て
鉄
塔
の
疑
に
例
し
て
彼
の
宗
を
建
立
す
。
今
此
の
疑
を
決
し
て
云
く
、『
唯
（
３
）
識
了
義
灯
』
第
一
に
云
く
、

「
安
（
４
）
達
羅
国
王
、
陳
（
５
）
那
菩
薩
に
無
学
果
を
証
せ
ん
こ
と
を
請
う
。
菩
薩
之
れ
を
撫
し
て
王
の
請
を
遂
げ
ん
と
欲
す
。
文
殊

師
利
、
虚
空
中
に
於
て
弾
指
し
て
驚
か
し
て
曰
く
、
云
何
が
大
心
を
捨
て
て
小
果
を
期
す
。「
因
明
」
を
製
し
て
、
以
て

慈
氏
所
説
の
『
瑜
伽
論
』
を
弘
む
べ
し
と
。
菩
薩
、敬
て
指
誨
を
受
け
、以
て
周
旋
し
奉
る
。
遂
に
『
正
（
６
）

理
門
論
』
を
作
る
」

と
。『
因
（
７
）
明
疏
』
に
も
亦
た
同
じ
く
爾
な
り
と
云
う
。
此
の
言
は
五
天
竺
に
周
遍
し
、
一
人
と
し
て
聞
か
ず
知
ら
ざ
る
有

る
こ
と
無
し
。
如
何
が
更
に
疑
を
致
さ
ん
」
と
文
り
。

道
（
８
）
詮
の
『
群
家
諍
論
』
上
に
云
く
、「
夫
れ
真
言
宗
と
は
、
近
代
の
所
伝
に
し
て
未
だ
師
と
す
る
所
を
詳
ら
か
に
せ
ず
。

彼
の
宗
は
是
れ
三
論
の
支
流
な
る
の
み
。
唐
朝
の
不
（
９
）
空
三
蔵
〈
未
だ
何
許
の
人
な
る
か
詳
ら
に
せ
ず
〉
訳
の
『
大
毘
盧
遮

那
経
』
七
巻
及
び
『
金
剛
頂
経
』、『
蘇
悉
地
経
』
を
、
専
ら
以
て
宗
簡
と
為
す
。
彼
の
宗
の
人
の
伝
に
述
ぶ
る
に
、
天
竺
・

晨
旦
に
相
承
師
資
す
。
而
も
経
論
の
誠
証
無
し
。
故
に
未
だ
信
を
取
る
に
足
ら
ず
」
と
文
り
。

又
云
く
、「
彼
の
宗
に
言
う
所
の
報
仏
説
法
は
、
性
空
を
以
て
門
と
為
し
、
道
理
を
顕
す
。
理
は
空
に
あ
ら
ず
。
是
の

如
く
の
専
義
、
法
相
に
相
似
す
。
彼
の
宗
、
龍
樹
を
以
て
本
師
と
為
す
と
云
う
。
未
だ
所
由
を
詳
ら
か
に
せ
ず
」
と
文
り
。
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【
典
拠
】

（
１
）
徳
一
の
『
未
決
』：
徳
一
撰
『
真
言
宗
未
決
文
』（
大
正
七
七
・
八
六
五
頁
上
～
中
）。

（
２
）	
辺
主
：
こ
の
辺
主
は
弘
法
大
師
空
海（
七
七
四
～
八
三
五
）を
指
す
と
思
わ
れ
る
。空
海
撰『
秘
密
曼
荼
羅
教
付
法
伝
』（
以

下
、『
広
付
法
伝
』）
巻
二
（
弘
全
一
・
四
七
頁
）
に
、「
又
如
二
汝
言
一、
瑜
伽
論
不
レ
合
二
信
受
一。
何
者
斯
論
者
、
西
域
記

云
、
如
来
滅
後
一
千
年
中
有
二
一
菩
薩
一、
名
二
無
著
一。
夜
昇
二
天
宮
一、
於
二
慈
氏
菩
薩
所
一
受
二
瑜
伽
師
地
論
・
荘
厳

論
・
中
辺
分
別
論
等
一。
昼
為
二
大
衆
一
講
二
宣
妙
理
一。
又
或
曰
、
弥
勒
夜
分
下
二
無
著
室
一
説
二
此
論
等
一。
無
著
聞
受
時
、

曽
無
二
同
聞
人
一。
何
故
挙
レ
世
奉
行
乎
」
と
あ
る
こ
と
を
指
す
と
考
え
ら
れ
る
。

（
３
）『
唯
識
了
義
灯
』
第
一
：
恵
沼
『
成
唯
識
論
了
義
灯
』
巻
一
本
（
大
正
四
三
・
六
六
六
頁
中
）。

（
４
）
安
達
羅
国
：
玄
奘
『
大
唐
西
域
記
』
巻
一
〇
（
大
正
五
一
・
九
三
〇
頁
上
～
中
）
に
「
案
達
羅
国
南
印
度
境

」「
陳
那
唐
言
二

童
授
一

菩
薩

於
レ
此
作
二
因
明
論
一
」
と
あ
り
、ま
た
『
成
唯
識
了
義
灯
』
巻
一
本
と
同
内
容
の
記
述
も
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
５
）
陳
那
菩
薩
：D
ignåga

の
こ
と
。
童
授
、
大
域
龍
菩
薩
な
ど
と
も
称
さ
れ
る
。

（
６
）『
正
理
門
論
』：
陳
那
撰
『
因
明
正
理
門
論
』
を
指
す
。
漢
訳
に
玄
奘
訳
『
因
明
正
理
門
論
本
』
一
巻
（
大
正

三
二
・
一
六
二
八
番
）、
義
浄
訳
『
因
明
正
理
門
論
』
一
巻
（
大
正
三
二
・
一
六
二
九
番
）
が
あ
る
。

（
７
）『
因
明
疏
』：
慈
恩
大
師
基
撰
『
因
明
入
正
理
論
疏
』
を
指
す
か
。『
因
明
入
正
理
論
疏
』
巻
上
（
大
正
四
四
・
九
一
頁
下
）

に
、「
時
彼
南
印
度
案
達
羅
国
王
、
見
レ
放
二
光
明
一、
疑
レ
入
二
金
剛
定
一、
請
レ
証
二
無
学
果
一。
菩
薩
曰
、
入
レ
定
観
察
、

将
釈
二
深
経
一。
心
期
二
大
覚
一。
非
レ
願
二
小
果
一。
王
言
、
無
学
果
者
諸
聖
攸
レ
仰
。
請
、
尊
速
証
。
菩
薩
撫
レ
之
、
欲
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レ
遂
二
王
請
一。
妙
吉
祥
菩
薩
、
因
弾
指
警
曰
、
何
捨
二
大
心
一
方
興
二
小
志
一。
為
二
広
利
益
一
者
、
当
レ
伝
二
慈
氏
所
説
瑜

伽
論
一。
匡
二
正
頽
綱
一、
可
下
制
二
因
明
一
重
成
中
規
矩
上。
陳
那
敬
受
二
指
誨
一、
奉
以
周
旋
。
於
レ
是
覃
レ
思
研
レ
精
、
作
二

因
明
正
理
門
論
一
」
と
、『
唯
識
了
義
灯
』
の
文
と
ほ
ぼ
同
文
が
み
ら
れ
る
。

（
８
）
道
詮
の
『
群
家
諍
論
』
上
：
三
論
宗
の
道
詮
（
？
～
八
七
三
、一
説
、
八
七
六
没
）
の
著
作
。
道
詮
に
つ
い
て
は
、『
法

隆
寺
記
補
忘
集
』（『
続
々
群
書
類
従
』
一
一
・
四
九
七
頁
上
～
下
）、『
本
朝
高
僧
伝
』
巻
七
（
仏
全
一
〇
二
・
一
二
八
頁
下

～
一
二
九
頁
下
）
等
に
そ
の
伝
記
が
み
ら
れ
る
。
道
詮
に
関
す
る
史
料
に
つ
い
て
は
、
末
木
文
美
士
「『
三
国
仏
法

伝
通
縁
起
』
日
本
三
論
宗
研
究
」（『
東
洋
文
化
研
究
所
紀
要
』
九
九
・
一
九
八
六
）
に
詳
し
い
。
ま
た
、末
木
氏
は
道
詮
、

並
び
に
『
群
家
諍
論
』
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。「
道
詮
（　

～
八
七
三
／
六
）
は
三
論
宗
の
学
者
で
、

富
貴
寺
に
住
し
、
ま
た
法
隆
寺
の
復
興
に
尽
し
た
。
そ
の
著
『
群
家
諍
論
』
は
三
論
宗
の
立
場
か
ら
諸
宗
を
批
判

し
た
も
の
で
、
一
時
終
息
し
た
か
に
見
え
た
平
安
初
期
の
諸
宗
の
論
争
に
改
め
て
火
を
付
け
、
天
台
の
蓮
剛
が
『
定

宗
論
』
を
著
し
て
そ
れ
を
批
判
し
、
さ
ら
に
安
然
の
『
教
時
諍
』『
教
時
諍
論
』
も
そ
れ
を
批
判
の
対
象
と
し
て
い

る
。
本
書
は
散
逸
し
た
と
さ
れ
て
い
る
が
、
名
古
屋
の
大
須
文
庫
（
真
福
寺
文
庫
）
に
『
群
家
諍
論
撮
要
』
の
名
で

冒
頭
部
の
み
の
写
本
の
断
簡
が
残
っ
て
い
る
」（『
平
安
初
期
仏
教
思
想
の
研
究
―
安
然
の
思
想
形
成
を
中
心
と
し
て
―
』（
春

秋
社
・
一
九
九
五
）
二
四
七
頁
）。

さ
ら
に
、
亀
山
隆
彦
「
安
然
の
著
作
に
み
る
道
詮
『
群
家
諍
論
』
の
意
義
―
『
教
時
問
答
』
の
「
真
言
教
」
理

解
を
中
心
に
―
」（『
密
教
文
化
』
二
四
三
・
二
〇
一
九
）
で
は
、「
道
詮
『
群
家
諍
論
』
で
は
、
三
論
宗
の
仏
教
史
的
意
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義
に
つ
い
て
以
下
の
よ
う
に
断
言
す
る
。
す
な
わ
ち
、
法
相
・
華
厳
・
天
台
・
真
言
の
四
宗
何
れ
も
、
例
外
な
く

龍
樹
（N

ågårjuna

、
一
五
〇
～
二
五
〇
頃
）
を
祖
師
の
一
人
に
数
え
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
そ
れ
ら
宗
派
は
す
べ

か
ら
く
中
観
＝
三
論
宗
の
支
流
と
理
解
さ
れ
る
」
と
述
べ
て
い
る
。
本
条
目
は
あ
く
ま
で
も
鉄
塔
相
承
に
関
す
る

も
の
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
展
開
さ
れ
る
了
賢
の
主
張
は
、
広
い
意
味
に
お
い
て
、
こ
の
よ
う
な
道
詮
の
真
言
密
教

へ
の
見
解
に
対
す
る
反
論
で
あ
る
と
も
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。

（
９
）
不
空
三
蔵
：『
群
家
諍
論
』
に
お
い
て
道
詮
は
、『
大
日
経
』・『
金
剛
頂
経
』・『
蘇
悉
地
経
』
を
不
空
の
翻
訳
と
し

て
い
る
よ
う
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
誤
り
で
あ
る
。
了
賢
も
、
本
条
目
の
後
半
に
お
い
て
こ
の
道
詮
の
主
張
を
退
け

て
い
る
。

【
解
説
】

本
条
目
は
、
鉄
塔
相
承
を
問
題
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
問
題
を
提
起
す
る
に
当
た
り
、
徳
一
撰
『
真
言
宗
未
決
文
』

「
鉄
塔
疑
」、
並
び
に
道
詮
撰
『
群
家
諍
論
』
を
引
用
し
て
い
る
。

　

こ
の
文
に
お
い
て
徳
一
は
、
真
言
宗
徒
は
、
所
依
の
経
典
が
南
天
鉄
塔
の
中
に
お
い
て
金
剛
薩
埵
か
ら
龍
猛
に
相
承
さ

れ
た
も
の
で
あ
る
と
主
張
し
て
い
る
が
、
そ
れ
は
文
伝
が
あ
る
の
か
、
口
伝
の
み
な
の
か
と
問
う
て
い
る
。
そ
し
て
も
し

文
伝
で
あ
る
な
ら
ば
、
そ
の
証
文
を
示
せ
と
要
求
し
て
い
る
。
こ
の
後
に
、
空
海
撰
『
広
付
法
伝
』
巻
二
の
主
張
に
反
論

す
る
形
の
文
（
徳
一
の
手
に
よ
る
付
加
か
、
後
の
時
代
の
人
物
の
付
加
で
あ
る
の
か
の
議
論
が
あ
る
。
筆
者
は
、
苫
米
地
誠
一
氏
の
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主
張
す
る
「
後
人
の
付
加
説
」（〈「『
真
言
宗
未
決
文
』
鉄
塔
疑
に
つ
い
て
」
印
仏
研
三
二-

一
・
一
九
八
三
、『
平
安
期
真
言
密
教
の
研

究
』
ノ
ン
ブ
ル
社
・
二
〇
〇
八
、
第
一
部
に
再
録
〉
に
賛
同
す
る
立
場
で
あ
る
）
が
続
き
、「『
瑜
伽
論
』
は
無
著
が
弥
勒
よ
り
一

人
で
聴
受
し
た
も
の
で
あ
る
か
ら
信
用
で
き
な
い
」
と
辺
主
（
空
海
を
指
す
と
思
わ
れ
る
）
は
主
張
す
る
が
、
こ
の
無
著
の

事
績
に
つ
い
て
は
『
唯
識
了
義
灯
』
な
ど
に
も
記
録
さ
れ
て
い
る
、
す
な
わ
ち
文
伝
が
あ
る
た
め
信
用
で
き
る
と
し
て
い

る
。
た
だ
し
、
こ
の
付
加
さ
れ
た
文
に
お
け
る
辺
主
の
見
解
は
、『
広
付
法
伝
』
の
文
意
を
読
み
違
え
た
も
の
で
あ
る
（
こ

の
読
み
違
え
が
稚
拙
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
付
加
さ
れ
た
文
が
徳
一
の
手
に
よ
る
も
の
で
は
な
い
と
主
張
さ
れ
る
一
因
と
な
っ
て
い
る
）。

『
広
付
法
伝
』
で
は
、『
瑜
伽
論
』
の
無
著
聴
受
説
を
批
判
し
て
い
る
の
で
は
な
く
、「
口
伝
で
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
鉄
塔

相
承
を
信
用
に
足
ら
な
い
も
の
と
す
る
な
ら
ば
、
無
著
一
人
で
聴
受
し
た
と
さ
れ
る
『
瑜
伽
論
』
も
信
用
で
き
な
い
も
の

に
な
っ
て
し
ま
う
。
し
か
し
、
伝
法
の
聖
者
は
妄
語
し
な
い
た
め
信
用
す
る
べ
き
で
あ
り
、
無
著
と
同
様
に
金
剛
智
の
口

説
も
信
受
す
べ
き
で
あ
る
」
と
主
張
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
何
は
と
も
あ
れ
、『
真
言
宗
未
決
文
』
に
お
け
る
徳
一
の
主

張
は
、
鉄
塔
相
承
が
口
伝
の
み
で
あ
る
な
ら
ば
信
用
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

次
に
引
用
さ
れ
る
道
詮
『
群
家
諍
論
』
で
は
、
真
言
宗
が
三
論
宗
の
支
流
で
あ
る
と
主
張
さ
れ
た
り
、『
大
日
経
』・『
金

剛
頂
経
』・『
蘇
悉
地
経
』
が
不
空
の
翻
訳
で
あ
り
、
イ
ン
ド
・
中
国
に
師
資
相
承
す
る
と
さ
れ
る
も
、
証
文
は
な
い
と
の

難
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
真
言
宗
の
報
仏
説
法
は
法
相
の
説
に
相
似
す
る
と
し
、
ま
た
真
言
宗
が
龍
樹
を
本
師

と
す
る
も
そ
の
所
以
は
詳
ら
か
で
は
な
い
と
主
張
し
て
い
る
。

こ
こ
に
引
か
れ
る
道
詮
の
主
張
は
、『
群
家
諍
論
』
が
散
逸
し
た
と
さ
れ
て
閲
覧
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
た
め
、
そ
の
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批
難
の
全
体
像
を
把
握
す
る
こ
と
は
難
し
い
。
た
だ
し
、
真
言
宗
に
対
し
て
誤
っ
た
理
解
を
し
て
い
る
と
評
価
せ
ざ
る
を

得
な
い
。
そ
の
た
め
で
あ
ろ
う
か
、
了
賢
は
本
条
目
の
後
半
に
、「
一
、
道
詮
法
師
疑
事
」
と
い
う
項
目
を
設
け
、
道
詮

の
批
難
一
つ
ひ
と
つ
に
対
し
て
反
論
を
加
え
て
い
る
。

【
原
文
】

問
。
真
言
宗
経
論
鉄
塔
相
承
可
云
耶
。

答
。
大
師
金
剛
頂
略
釈
云
、
此
経
及
大
日
経
、
并
是
龍
猛
菩
薩
、
南
天
鉄
塔
中
所
誦
伝
経
是
也
文
。

【
訓
読
】

問
う
。
真
言
宗
の
経
論
は
鉄
塔
相
承
す
と
云
う
べ
し
や
。

答
う
。
大
（
１
）
師
の
『
金
剛
頂
略
釈
』
に
云
く
、「
此
の
経
及
び
『
大
日
経
』
は
、
并
び
に
是
れ
龍
猛
菩
薩
、
南
天
鉄
塔
の

中
よ
り
誦
伝
す
る
所
の
経
是
れ
な
り
」
と
文
り
。

【
典
拠
】

（
１
）
大
師
の
『
金
剛
頂
略
釈
』：
空
海
撰
『
教
王
経
開
題
』（
弘
全
一
・
七
一
九
頁
）
に
「
此
経
及
大
日
経
、
并
是
龍
猛
菩

薩
、
南
天
鉄
塔
中
所
二
誦
出
一
如
来
秘
密
蔵
之
根
本
」
と
あ
る
こ
と
を
指
す
と
思
わ
れ
る
が
、
了
賢
は
「
所
二
誦
出
一
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如
来
秘
密
蔵
之
根
本
」
で
は
な
く
「
所
二
誦
伝
一
経
是
也
」
と
し
、
引
用
文
に
若
干
の
差
異
が
み
ら
れ
る
。
こ
の
差

異
に
つ
い
て
、『
弘
法
大
師
全
集
』・『
定
本
弘
法
大
師
全
集
』
所
収
の
『
教
王
経
開
題
』
に
は
、
特
に
注
記
は
な

さ
れ
て
い
な
い
。
ま
た
こ
の
『
教
王
経
開
題
』
の
文
は
、
重
誉
（
？
～
一
一
四
三
）『
秘
宗
教
相
鈔
』
巻
一
〇
（
大
正

七
七
・
六
三
九
頁
下
）、
頼
瑜
（
一
二
二
六
～
一
三
〇
四
）『
大
日
経
疏
指
心
鈔
』
巻
二
（
大
正
五
九
・
五
八
七
頁
中
）、
杲
宝

（
一
三
〇
六
～
一
三
六
二
）『
宝
冊
鈔
』
巻
五
（
大
正
七
七
・
八
〇
七
頁
中
）、宥
快
（
一
三
四
五
～
一
四
一
六
）『
大
日
経
疏
鈔
』

第
一
本
鈔
（
大
正
六
〇
・
二
頁
中
）
等
に
も
引
か
れ
る
が
、
こ
れ
ら
で
「
誦
伝
経
是
也
」
と
引
用
す
る
例
は
み
ら
れ
な

い
。
聖
憲
（
一
三
〇
七
～
一
三
九
二
）『
大
疏
第
三
重
』
巻
一
（
大
正
七
九
・
六
〇
六
頁
下
）
に
お
い
て
も
、「
誦
出
如
来

秘
密
蔵
之
根
本
」
が
「
誦
伝
也
」
と
な
っ
て
お
り
、「
経
是
也
」
と
は
引
用
さ
れ
て
い
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
了
賢

の
閲
覧
し
た
『
教
王
経
開
題
』
が
、
現
行
流
布
す
る
も
の
と
は
異
な
る
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
が
、
現
状
で
は
不

明
で
あ
る
。

【
解
説
】

本
条
目
の
初
重
の
問
答
で
あ
る
。
は
じ
め
に
引
用
さ
れ
た
『
真
言
宗
未
決
文
』・『
群
家
諍
論
』
の
記
述
を
受
け
て
、
問

者
が
真
言
宗
の
経
典
・
論
書
は
南
天
鉄
塔
に
お
い
て
相
承
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
の
か
と
問
う
。
こ
れ
に
対
し
て
答
者
は
、

空
海
撰
『
教
王
経
開
題
』
の
、『
金
剛
頂
経
』・『
大
日
経
』
は
、
龍
猛
が
南
天
鉄
塔
よ
り
誦
伝
し
た
も
の
で
あ
る
と
の
文

を
引
き
、
真
言
宗
の
所
依
の
経
典
が
鉄
塔
に
て
相
承
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
主
張
し
て
い
る
。
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【
原
文
】

難
云
、
今
就
之
凡
仏
教
者
皆
是
釈
尊
所
説
故
、
阿
難
結
集
、
祖
師
次
第
相
承
。
何
自
鉄
塔
中
相
伝
之
乎
。
未
見
経
論
明
文
。

更
不
足
信
用
歟
。

【
訓
読
】

難
じ
て
云
く
、
今
之
れ
に
就
て
凡
そ
仏
教
と
は
皆
な
是
れ
釈
尊
の
所
説
な
る
が
故
に
、
阿
難
結
集
し
、
祖
師
次
第
に
相

承
す
。
何
ぞ
鉄
塔
の
中
よ
り
之
れ
を
相
伝
せ
ん
や
。
未
だ
経
論
の
明
文
を
見
ず
。
更
に
信
用
す
る
に
足
ら
ざ
る
か
。

【
解
説
】

本
条
目
の
二
重
の
難
で
あ
る
。
問
者
は
、
初
重
に
お
け
る
答
者
の
「
真
言
宗
の
経
典
は
鉄
塔
相
承
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
」

と
い
う
主
張
に
対
し
、
仏
教
は
全
て
釈
尊
の
所
説
で
あ
る
た
め
、
阿
難
が
結
集
し
、
そ
の
後
次
第
に
相
承
さ
れ
た
も
の
で

あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
な
ぜ
真
言
宗
は
、
南
天
鉄
塔
よ
り
相
伝
し
た
も
の
と
い
う
の
か
と
難
じ
て
い
る
。
そ
し
て
南
天

鉄
塔
の
相
承
に
つ
い
て
は
、
経
論
に
典
拠
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
な
い
た
め
、
信
用
に
は
足
ら
な
い
も
の
で
あ
る
と
主
張

し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
徳
一
が
「
口
伝
で
あ
る
な
ら
ば
信
用
で
き
な
い
」、
道
詮
が
「
経
論
に
誠
証
が
な
い
」
と
主
張

す
る
こ
と
と
同
様
の
批
難
を
展
開
し
て
い
る
と
い
え
る
。
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【
原
文
】

答
。
釈
迦
・
大
日
各
別
故
、
於
釈
迦
遺
法
者
、
阿
難
結
集
迦
葉
等
伝
来
。
大
日
経
（
教
ヵ
）法
者
龍
猛
密
機
故
、
開
鉄
塔
伝
之
。
其

旨
見
楞
伽
文
。
以
釈
迦
遺
法
不
可
疑
大
日
流
伝
。
於
鉄
塔
之
事
者
、
金
剛
智
義
決
、
僧
祥
法
華
伝
分
明
説
之
。
縦
無
経
論

明
文
、
三
蔵
口
説
誰
敢
疑
乎
。

付
法
伝
二
云
、如
汝
言
、瑜
伽
論
不
合
信
受
。何
者
、斯
論
者
西
域
記
云
、如
来
滅
後
一
千
年
中
有
菩
薩
、名
無
著
。夜
昇
天
宮
、

於
慈
氏
菩
薩
所
受
瑜
伽
師
地
論
・
荘
厳
経
論
・
中
辺
分
別
論
等
。
…
…
（
中
略
）
…
…
無
著
聞
受
時
、
曽
無
同
聞
人
。
何

故
挙
世
奉
行
乎
。
…
…
（
中
略
）
…
…
若
不
信
三
蔵
口
説
者
、玄
奘
三
蔵
所
記
西
域
記
等
亦
不
合
信
。
何
以
故
。
玄
奘
三
蔵
、

遊
天
竺
之
日
都
無
従
者
。
随
自
見
聞
載
之
翰
墨
。
縁
伝
法
者
不
妄
語
信
其
事
文
。
至
西
域
記
者
、玄
奘
非
密
機
故
、所
見
如
此
。

機
見
不
同
者
顕
密
之
定
判
。
何
怪
之
。
是
以
玄
奘
於
奄
（
菴
ヵ
）羅
林
中
雖
遇
龍
智
不
伝
真
言
。
又
不
知
真
言
。
相
承
人
、
法
相
相

応
之
機
故
、
遥
隔
即
事
而
真
之
密
教
也
。
付
法
伝
問
答
決
疑
段
可
見
之
。
但
於
徳
一
之
重
難
者
、
文
殊
空
中
驚
覚
是
又
無

同
聞
衆
。
以
何
天
竺
諸
人
信
之
耶
。
明
知
、
依
口
説
信
受
者
也
。
此
難
会
釈
足
初
重
会
通
者
歟
。

【
訓
読
】

答
う
。
釈
迦
・
大
日
各
別
の
故
に
、
釈
迦
の
遺
法
に
於
て
は
、
阿
難
結
集
し
迦
葉
等
伝
来
す
。
大
日
の
教
法
は
龍
猛
密

機
の
故
に
、
鉄
塔
を
開
い
て
之
れ
を
伝
う
。
其
の
旨
は
『
楞
（
１
）
伽
』
の
文
に
見
え
た
り
。
釈
迦
の
遺
法
を
以
て
大
日
の
流
伝
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を
疑
う
べ
か
ら
ず
。
鉄
塔
の
事
に
於
て
は
、
金
（
２
）
剛
智
の
『
義
決
』、
僧
（
３
）
祥
の
『
法
華
伝
』
に
分
明
に
之
れ
を
説
け
り
。
縦

い
経
論
の
明
文
無
く
と
も
、
三
蔵
の
口
説
を
誰
か
敢
え
て
疑
わ
ん
や
。

『
付
（
４
）
法
伝
』
二
に
云
く
、「
汝
の
言
う
が
如
く
な
ら
ば
、『
瑜
伽
論
』
も
信
受
す
べ
か
ら
ず
。
何
と
な
ら
ば
、
斯
の
論
は

『
西
（
５
）
域
記
』に
云
く
、「
如
来
滅
後
一
千
年
中
に
菩
薩
有
り
、無
著
と
名
づ
く
。
夜
は
天
宮
に
昇
り
、慈
氏
菩
薩
の
所
に
於
て『
瑜

伽
師
地
論
』・『
荘
厳
経
論
』・『
中
辺
分
別
論
』
等
を
受
く
。
…
…
（
中
略
）
…
…
無
著
聞
受
の
時
、
曽
て
同
聞
の
人
無
し
。

何
が
故
ぞ
世
を
挙
げ
て
奉
行
せ
ん
や
。
…
…（
中
略
）…
…
若
し
三
蔵
の
口
説
を
信
ぜ
ず
ん
ば
、玄
奘
三
蔵
所
記
の『
西
域
記
』

等
も
亦
た
信
ず
べ
か
ら
ず
。
何
を
以
て
の
故
に
。
玄
奘
三
蔵
、天
竺
に
遊
ぶ
の
日
に
都
て
従
者
無
し
。
自
ら
の
見
聞
に
随
っ

て
之
れ
を
翰
墨
に
載
す
。
伝
法
者
の
妄
語
せ
ざ
る
に
よ
っ
て
其
の
事
を
信
ず
」
と
文
り
。『
西
域
記
』
に
至
っ
て
は
、
玄
奘

は
密
機
に
非
ざ
る
が
故
に
、
所
見
此
の
如
し
。
機
見
の
不
同
は
顕
密
の
定
判
な
り
。
何
ぞ
之
れ
を
怪
し
ま
ん
。
是
を
以
て

玄
（
６
）
奘
は
菴
羅
林
中
に
於
て
龍
智
に
遇
う
と
雖
も
真
言
を
伝
え
ず
。
又
真
言
を
知
ら
ず
。
相
承
の
人
、
法
相
相
応
の
機
な
る

が
故
に
、
遥
か
に
即
事
而
真
の
密
教
を
隔
つ
な
り
。『
付
（
７
）
法
伝
』
の
「
問
答
決
疑
段
」
之
れ
を
見
る
べ
し
。
但
し
徳
一
の

重
難
に
於
て
は
、文
（
８
）
殊
の
空
中
驚
覚
は
是
れ
又
同
聞
衆
無
し
。何
を
以
て
天
竺
の
諸
人
之
れ
を
信
ぜ
ん
や
。明
か
に
知
ん
ぬ
、

口
説
に
依
っ
て
信
受
す
る
も
の
な
り
。
此
の
難
の
会
釈
は
初
め
の
重
の
会
通
に
足
る
も
の
か
。

【
典
拠
】

（
１
）『
楞
伽
』：
菩
提
流
支
訳
『
入
楞
伽
経
』
巻
九
（
大
正
一
六
・
五
六
九
頁
上
）
に
、「
我
乗
内
証
智
、
妄
覚
非
二

境
界
一。
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如
来
滅
世
後
、
誰
持
為
レ
我
説
。
如
来
滅
度
後
、
未
来
当
レ
有
レ
人
。
大
慧
汝
諦
聴
。
有
レ
人
持
二
我
法
一。
於
二
南
大
国

中
一
有
二
大
徳
比
丘
一、
名
二
龍
樹
菩
薩
一。
能
破
二
有
無
見
一、
為
レ
人
説
二
我
乗
大
乗
無
上
法
一。
証
二
得
歓
喜
地
一、
往
二
生

安
楽
国
一
」
と
あ
る
こ
と
を
指
す
。
空
海
も
『
広
付
法
伝
』
巻
一
（
弘
全
一
・
六
頁
）
に
お
い
て
「
楞
伽
経
及
魔
訶
摩

耶
経
等
、
釈
迦
如
来
所
二
懸
記
一、
則
是
其
人
也
」
と
し
た
う
え
で
、
こ
の
『
入
楞
伽
経
』
の
文
を
引
用
し
て
い
る
。

（
２
）
金
剛
智
の
『
義
決
』：
金
剛
智
口
・
不
空
記
『
金
剛
頂
経
大
瑜
伽
秘
密
心
地
法
門
義
訣
』
巻
上
（
大
正
三
九
・
八
〇
八

頁
上
～
中
）
に
、「
其
大
経
本
、
阿
闍
梨
云
、
経
夾
広
長
如
レ
床
、
厚
四
五
尺
有
二
無
量
頌
一、
在
二
南
天
竺
界
鉄
塔
之

中
一。
仏
滅
度
後
数
百
年
間
、
無
三
人
能
開
二
此
塔
一。
以
二
鉄
扉
・
鉄
鎖
一
而
封
二
閉
之
一。
其
中
天
竺
国
仏
法
漸
衰
。
時

有
二
大
徳
一、
先
誦
二
持
大
毘
盧
遮
那
真
言
一、
得
下
毘
盧
遮
那
仏
而
現
二
其
身
一
及
現
二
多
身
一、
於
二
虚
空
中
一
説
中
此
法

門
及
文
字
章
句
上。
次
第
令
レ
写
訖
即
滅
。
即
今
毘
盧
遮
那
念
誦
法
要
一
巻
。
是
時
此
大
徳
持
誦
成
就
願
レ
開
二
此
塔
一。

於
二
七
日
中
一
遶
レ
塔
念
誦
。
以
二
白
芥
子
七
粒
一
打
二
此
塔
門
一
乃
開
。
塔
内
諸
神
一
時
踊
怒
、
不
レ
令
レ
得
レ
入
。
唯

見
二
塔
内
香
灯
光
明
一
丈
二
丈
、
名
華
宝
蓋
満
レ
中
懸
列
一。
又
聞
二
讃
声
一
讃
二
此
経
王
一。
時
此
大
徳
至
心
懺
悔
発
二

大
誓
願
一、
然
後
得
レ
入
二
此
塔
中
一。
入
已
其
塔
尋
閉
。
経
二
於
多
日
一
讃
二
此
経
王
広
本
一
遍
一
為
レ
如
二
食
頃
一。
得
二
諸

仏
菩
薩
指
授
一
所
レ
堪
二
記
持
不
一レ
忘
。
便
令
レ
出
レ
塔
塔
門
還
閉
如
レ
故
。
爾
時
書
下
写
所
二
記
持
一
法
上
有
二
百
千
頌
一。

此
経
名
二
金
剛
頂
経
一
者
、
…
…
（
以
下
略
）」
と
、『
金
剛
頂
経
』
が
鉄
塔
中
よ
り
誦
出
さ
れ
た
と
あ
る
こ
と
を
指
す
。

次
注
（
３
）
と
あ
わ
せ
て
、『
金
剛
頂
経
』
と
『
大
日
経
』
が
、
と
も
に
鉄
塔
よ
り
誦
出
さ
れ
た
こ
と
の
根
拠
と
し

て
示
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
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（
３
）
僧
祥
の
『
法
華
伝
』：
僧
祥
撰
『
法
華
伝
記
』
巻
一
〇
（
大
正
五
一
・
九
五
頁
中
）
に
、「
昔
外
国
有
二
鉄
塔
一。
高
丈
餘
。

於
レ
中
安
二
置
芬
陀
利
迦
・
阿
差
摩
・
摩
訶
毘
盧
舎
那
経
等
梵
夾
一。
各
有
二
百
千
偈
一
」
と
、『
大
日
経
』
が
鉄
塔
中

に
安
置
さ
れ
て
い
た
と
あ
る
こ
と
を
指
す
。
前
注
（
２
）
と
あ
わ
せ
て
、『
金
剛
頂
経
』
と
『
大
日
経
』
が
、
と

も
に
鉄
塔
よ
り
誦
出
さ
れ
た
こ
と
の
根
拠
と
し
て
示
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

（
４
）『
付
法
伝
』
二
：
空
海
撰
『
広
付
法
伝
』
巻
二
（
弘
全
一
・
四
七
頁
）。

（
５
）『
西
域
記
』：
玄
奘
『
大
唐
西
域
記
』
巻
五
「
阿
踰
陀
国
」（
大
正
五
一
・
八
九
六
頁
中
）
の
欄
に
、「
城
西
南
五
・
六
里
、

大
菴
没
羅
林
中
有
二
故
伽
藍
一。
是
阿
僧
伽
唐
言
二

無
著
一

菩
薩
請
益
、
導
レ
凡
之
処
。
無
著
菩
薩
、
夜
昇
二
天
宮
一
於
二
慈
氏
菩

薩
所
一
受
二
瑜
伽
師
地
論
・
荘
厳
大
乗
経
論
・
中
辺
分
別
論
等
一、
昼
為
二
大
衆
一
講
二
宣
妙
理
一。
菴
没
羅
林
西
北
百
餘

歩
有
二
如
来
髪
爪
窣
堵
波
一。
其
側
故
基
、
是
世
親
菩
薩
従
二
覩
史
多
天
一
下
見
二
無
著
菩
薩
一
処
。
無
著
菩
薩
健
駄
邏

国
人
也
。
仏
去
レ
世
後
一
千
年
中
、
誕
レ
霊
利
見
、
承
レ
風
悟
レ
道
、
従
二
彌
沙
塞
部
一
出
家
修
学
、
頃
之
迴
二
信
大
乗
一
」

と
あ
る
こ
と
を
指
す
。

（
６
）
玄
奘
：
冥
詳
撰
『
大
唐
故
三
蔵
玄
奘
法
師
行
状
』（
大
正
五
〇
・
二
一
五
頁
下
）
に
、「
次
到
二
磔
迦
東
境
一
有
二
大
菴
羅

林
一。
林
中
有
二
一
七
百
歳
婆
羅
門
一。
観
二
其
面
貌
一
可
レ
称
二
三
十
許
一。
明
二
中
・
百
論
及
吠
陀
書
一。
云
レ
是
龍
猛
弟

子
法
師
。
就
停
二
一
月
一、
学
二
経
・
百
論
一
」
と
あ
り
、
玄
奘
が
大
菴
羅
林
に
お
い
て
龍
猛
の
弟
子
で
あ
る
七
百
歳

の
法
師
に
出
会
い
、
一
月
学
ん
だ
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、『
大
唐
大
慈
恩
寺
三
蔵
法
師
伝
』
巻
二
（
大
正

五
〇
・
二
三
二
頁
上
）
に
お
い
て
も
、「
明
日
到
二
礫
迦
国
東
境
一
至
二
一
大
城
一。
城
西
、
道
北
有
二
大
菴
羅
林
一、
林
中
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有
二
一
七
百
歳
婆
羅
門
一。
及
レ
至
観
レ
之
可
二
三
十
許
一。
質
状
魁
梧
神
理
淹
審
。
明
二
中
・
百
諸
論
一、
善
二
吠
陀
等
書
一。

有
二
二
侍
者
一、
各
百
餘
歳
。
法
師
与
相
見
、
延
納
甚
歓
。
又
承
レ
被
レ
賊
、
即
遣
二
一
侍
者
一、
命
下
城
中
信
二
仏
法
一

人
上
令
下
為
二
法
師
一
造
上
レ
食
。
其
城
有
二
数
千
戸
一、信
レ
仏
者
蓋
少
、宗
二
事
外
道
一
者
極
多
。
法
師
在
二
迦
湿
弥
羅
一
時
、

声
誉
已
遠
、諸
国
皆
知
。
其
使
乃
遍
二
城
中
一
告
唱
云
、支
那
国
僧
来
。
近
処
被
レ
賊
衣
服
総
尽
。
諸
人
宜
二
共
知
一レ
時
。

福
力
所
レ
感
、
遂
使
二
邪
黨
革
一レ
心
。
有
二
豪
傑
等
三
百
餘
人
一、
聞
已
各
将
二
斑
氎
布
一
端
一、
并
奉
二
飲
食
一
恭
敬
而
至
、

倶
積
二
於
前
一
拝
跪
問
訊
。
法
師
為
呪
願
、并
説
二
報
応
因
果
一、令
下
諸
人
等
皆
発
二
道
意
一、棄
レ
邪
帰
上
レ
正
。
相
対
笑
語
、

舞
躍
而
還
。
長
年
歎
二
未
曽
有
一。
於
レ
是
以
二
氎
布
一
分
二
給
諸
人
一、
各
得
二
数
具
一、
衣
直
猶
用
レ
之
不
レ
尽
。
以
二
五
十

端
布
一
奉
二
施
長
年
一。
仍
就
停
一
月
、
学
二
経
・
百
論
・
広
百
論
一。
其
人
是
龍
猛
弟
子
。
親
得
二
師
承
一
説
、
甚
明
浄
」

と
、『
大
唐
故
三
蔵
玄
奘
法
師
行
状
』
と
同
様
の
記
述
が
確
認
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
記
述
に
基
づ
き
、
空
海
は
『
広

付
法
伝
』
巻
一
（
弘
全
一
・
九
頁
）
に
お
い
て
、「
以
レ
此
観
レ
之
、
玄
奘
三
蔵
亦
是
龍
智
菩
薩
之
弟
子
也
」
と
、
玄
奘

が
龍
智
の
弟
子
で
あ
る
と
記
し
て
い
る
。

（
７
）『
付
法
伝
』
の
「
問
答
決
疑
段
」：
前
注
（
４
）
の
空
海
撰
『
広
付
法
伝
』
巻
二
（
弘
全
一
・
四
七
頁
）
こ
と
。

（
８
）
文
殊
の
空
中
驚
覚
：
徳
一
が
『
真
言
宗
未
決
文
』
に
お
い
て
引
用
し
た
、
恵
沼
『
成
唯
識
論
了
義
灯
』
巻
一
本
（
大

正
四
三
・
六
六
六
頁
中
）
の
文
、「
安
達
羅
国
王
、請
三
陳
那
菩
薩
証
二
無
学
果
一。
菩
薩
撫
レ
之
欲
レ
遂
二
王
請
一。
文
殊
師
利
、

於
二
虚
空
中
一
弾
指
驚
曰
、
云
何
捨
二
大
心
一
而
期
二
小
果
一
」
を
指
す
。
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【
解
説
】

二
重
の
難
を
受
け
て
、
答
者
は
、
釈
尊
と
大
日
如
来
が
別
体
で
あ
る
た
め
、
そ
の
伝
法
も
異
な
る
と
主
張
す
る
。
釈
尊

の
法
は
阿
難
が
結
集
し
迦
葉
等
が
伝
え
、
大
日
の
法
は
、
密
機
で
あ
る
龍
猛
が
南
天
鉄
塔
を
開
い
て
流
伝
し
た
も
の
で
あ

る
と
そ
の
相
違
を
指
摘
し
て
い
る
。
そ
の
根
拠
と
し
て
、『
入
楞
伽
経
』
巻
九
に
「
如
来
の
内
証
智
・
大
乗
無
上
の
法
を
、

龍
樹
（
龍
猛
）
が
人
の
た
め
に
説
く
で
あ
ろ
う
」
と
い
う
旨
の
文
が
あ
る
こ
と
を
示
し
、
大
日
の
法
の
流
伝
を
、
釈
尊
の

そ
れ
に
則
っ
て
理
解
す
る
べ
き
で
は
な
い
と
論
じ
て
い
る
。
ま
た
、
鉄
塔
相
承
の
事
績
に
つ
い
て
は
、『
金
剛
頂
経
義
訣
』

や
『
法
華
伝
記
』
に
お
い
て
説
か
れ
て
い
る
た
め
、
経
論
に
鉄
塔
相
承
に
つ
い
て
の
言
及
が
な
か
っ
た
と
し
て
も
、
金
剛

智
等
の
三
蔵
の
口
説
を
疑
う
べ
き
で
は
な
い
と
し
て
い
る
。

こ
こ
で
空
海
『
広
付
法
伝
』
に
、「
汝
（
溺
派
子
、
徳
一
を
指
す
と
さ
れ
る
）
が
鉄
塔
相
承
は
同
聞
衆
が
い
な
い
た
め
信
用

で
き
な
い
と
い
う
の
で
あ
れ
ば
、『
瑜
伽
師
地
論
』
も
信
用
で
き
な
い
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
。
な
ぜ
な
ら
ば
、『
瑜
伽
論
』

は
『
西
域
記
』
に
よ
れ
ば
、
如
来
滅
後
一
千
年
に
無
著
菩
薩
が
夜
は
天
に
昇
っ
て
弥
勒
の
も
と
で
『
瑜
伽
師
地
論
』・『
荘

厳
経
論
』・『
中
辺
分
別
論
』
等
を
受
け
る
。
無
著
が
弥
勒
よ
り
聞
受
し
た
際
に
同
聞
の
人
は
い
な
か
っ
た
が
、
ど
う
し
て

世
の
人
々
は
こ
れ
ら
の
論
書
を
信
奉
す
る
の
だ
ろ
う
か
。
さ
ら
に
、
も
し
三
蔵
の
口
説
を
信
用
し
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
玄

奘
三
蔵
の
『
大
唐
西
域
記
』
等
も
信
用
で
き
な
い
も
の
に
な
っ
て
し
ま
う
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
玄
奘
三
蔵
が
イ
ン
ド
に
遊
学

し
た
際
に
、
三
蔵
に
従
者
は
一
人
も
お
ら
ず
、
す
べ
て
三
蔵
一
人
が
見
聞
し
た
こ
と
を
記
録
し
た
も
の
が
『
西
域
記
』
で

あ
る
。
仏
教
を
伝
法
し
た
聖
者
が
妄
語
す
る
は
ず
は
な
い
の
で
、『
西
域
記
』
の
記
述
を
信
用
で
き
る
の
で
あ
る
」
と
あ



―90―

る
こ
と
を
示
し
、
同
聞
衆
が
な
い
こ
と
を
根
拠
に
鉄
塔
相
承
を
疑
っ
て
は
な
ら
な
い
と
指
摘
し
て
い
る
。

こ
の
後
に
、「『
西
域
記
』
に
至
っ
て
は
…
…
」
と
あ
る
こ
と
の
意
味
が
不
明
瞭
で
あ
る
が
、
玄
奘
が
密
機
で
は
な
く
法

相
に
相
応
す
る
機
で
あ
っ
た
た
め
に
、
菴
羅
林
に
お
い
て
龍
智
に
見
え
た
も
の
の
密
教
を
相
承
さ
れ
な
か
っ
た
た
め
、『
西

域
記
』
に
密
教
に
関
す
る
記
述
（
龍
智
《
七
百
歳
の
婆
羅
門
》
に
出
会
っ
た
記
述
）
が
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。

最
後
に
、『
真
言
宗
未
決
文
』で
は
、『
成
唯
識
論
了
義
灯
』の「
安
達
羅
国
王
は
陳
那
に
無
学
果
を
証
す
る
よ
う
に
要
請
し
、

陳
那
が
王
の
要
請
を
遂
げ
よ
う
と
し
た
と
こ
ろ
、
文
殊
が
虚
空
に
お
い
て
弾
指
し
、
小
果
を
期
す
る
の
で
は
な
く
、
因
明

を
製
し
、
慈
氏
所
説
の
『
瑜
伽
論
』
を
弘
め
よ
と
驚
覚
し
た
。
菩
薩
は
こ
れ
を
受
け
て
『
正
理
門
論
』
を
製
し
た
」
と
い

う
文
を
引
い
て
、
こ
の
事
績
は
五
天
竺
に
周
遍
し
、
一
人
と
し
て
知
ら
な
い
も
の
は
い
な
い
た
め
、
信
用
す
る
べ
き
で
あ

る
と
説
か
れ
て
い
る
が
、
そ
も
そ
も
文
殊
の
驚
覚
を
受
け
た
陳
那
に
同
聞
衆
は
い
な
い
。
で
は
、
な
ぜ
天
竺
の
人
々
が
こ

れ
を
信
用
し
て
い
る
の
か
と
言
え
ば
、
口
説
を
信
用
し
て
い
る
か
ら
に
ほ
か
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
と
主
張
す
る
。
そ
し

て
、
こ
の
同
聞
衆
が
な
い
記
述
を
『
真
言
宗
未
決
文
』
で
信
用
し
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、
鉄
塔
相
承
の
口
説
も
信
用
で
き

る
は
ず
で
あ
る
と
回
答
し
て
い
る
。

註
１
『
仁
和
寺
史
料
』「
寺
誌
編
一
」
二
一
二
頁
（
吉
川
弘
文
館
・
二
〇
一
三
）。

２ 『
仁
和
寺
史
料
』「
寺
誌
編
一
」
三
二
八
頁
（
吉
川
弘
文
館
・
二
〇
一
三
）。

３
こ
の
「
毛
利
時
賢
」
と
「
毛
利
親
宗
」
が
如
何
な
る
人
物
で
あ
る
の
か
は
不
明
で
あ
り
、
同
一
人
物
で
あ
る
の
か
も
不
明
で
あ
る
。
尚
、
了
賢
の
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事
績
等
に
つ
い
て
は
『
密
教
大
辞
典
』
や
『
真
言
宗
全
書
』
解
題
「
著
者
略
伝
」（
三
三
九
頁
上
～
三
四
〇
頁
上
）
に
詳
し
い
。

４
『
真
言
宗
全
書
』
解
題
（
一
二
六
頁
下
～
一
二
九
頁
下
）。

５
『
他
師
破
決
集
』
巻
二
（
真
全
二
一
・
二
五
八
頁
上
）。

６
『
他
師
破
決
集
』
巻
五
（
真
全
二
一
・
三
〇
八
頁
下
）。

７
『
真
言
宗
全
書
』
解
題
で
は
、「
大
覚
寺
殿
」
を
「
性
円
親
王
歟
」
と
推
測
し
て
い
る
（
一
二
九
頁
上
）。

〈
キ
ー
ワ
ー
ド
〉
了
賢
、『
他
師
破
決
集
』、
真
言
宗
鉄
塔
相
承
耶
事
、
徳
一
、『
真
言
宗
未
決
文
』




